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ご協力お願いします。

世界レベルで新型コロナウイルス感染が拡大する中、日本国内に於いても感染拡大防止

に向けて、官民一体となって対策を講じておりますが、終息が見えません。感染拡大が

収まらなければ国民の健康被害は基より経済的な被害も深刻な問題です。

弊社から、そしてこの業界から「感染者を出さない、感染者の侵入を水際で防ぎ、

感染防止対策を徹底するとともに、発生時の具体的な対応をあらかじめ定めて

おくこと」が重要です。

お客様並びにスタッフの生命と健康を守るために、対応指針が必要不可欠と考えます。

よって、弊社では、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐ運営ガイドラインを定め、

ガイドラインに沿った店舗運営に励んでいただくことを求めます。

また、弊社は埼玉の要請の指示に従い飲食店の運営を行って行きたいと思います。

弊社の新型コロナウイルスに対するテーマは、

「感染しない、感染させない！」
「食を通じて地域を元気に豊かに！」できるよう運営していきたいと思っております。

弊社の理念は、「多くのありがとうを　楽しみながら」
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お蕎麦や　杉うら

店主　杉浦　達雄

はじめに



お客様への注意喚起

(ホームページ掲載内容 )

感染拡散防止のため、以下の点にご協力いただき、

ご来店いただきますようお願い申し上げます。
以下に該当する点があるお客様のご来店はお断りさせていただいております。

※風邪の症状（発熱 37.5 度以上、くしゃみや咳・のどの痛み）がある方

※体のだるさや息苦しさがある方。

※味覚障害を感じている方

※呼吸器疾患、胸部不快感のある方。

※流行地域・場所への渡航歴・滞在歴のある方

※同居家族や身近な知人に新型コロナウイルスの感染が疑われる方がいる方。

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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ホームページ・SNS 等について

ご来店時の注意事項並びに体調が思わしくない時の来店自粛をHPや FB、SNS、

または店内掲示でお客様へ呼びかけ、実行の徹底を強く求める。

店内掲示・店内検温　などのお願い

※感染症に関する国の緊急事態宣言、または注意喚起が解除されるまでの期間中、

　スタッフがマスク、必要に応じて手袋を着用します

※金銭の授受を非接触（PAYPAY)や直接お渡ししないようにします。

※お客様ご来店時の検温をお願いします。

※お客様に手指のアルコール消毒のお願いをします。
※大声での会話、長時間のご飲食はできるだけお控えください。



店内環境における対応
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3密防止対策

待合スペースの拡充

　従来の待合に加え、店内に 6席、屋外に４席、
　合計 16 席の待合スペースを拡充し、密集を防いでいる

お席の間引き

　お席を 16 席間引きし、他のお客様との距離を十分確保できるよう配置している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（間隔　 1.5M～ 2M）

密集の防止

大テーブルのご案内を、他のお客様と真向いに座らず互い違いになるようにご案内する。

可能な限り他のお客様との距離をとるようにご案内する。　（間隔　1.5M～ 2M）

スタッフの接客時、少し距離を置いて、真正面で話さないように注意しながら接客する。

レジでは、非接触の支払い（PAYPAY）やお金の授受を直接行わないようにする。

密着の防止

朝と休憩時間は、窓を全開にして換気をしている。

営業中もドア・窓を開けっ放しにして換気扇を回している。

密閉の防止

店内混雑緩和と、自宅でのお食事を希望される方のために、

お持ち帰りメニューを充実させている。

店内に入らず、車（駐車場）での支払いを可能とするため、ＰＡＹＰＡＹ支払いを推奨している。

テイクアウト
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店内衛生確保・感染防止対策

入口での手指の消毒

入店時のお客様の検温（37.5 度以上はお断りいただく）

※1回目の測定で 37.5℃以上の場合、続けて 3回測定し、3回中 2回 37.5℃以上が

　計測された場合は入店をお断りいただく。体温は個人情報のため、大きな声での

　読み上げなどは行わず、プライバシー保護の観点から大切にして本人に

　計測結果をお伝えする。

※37.5℃以上を検温した場合は、スタッフは、早急に手洗い・うがい・顔洗い・

　マスクの交換・手指と検温器のアルコール消毒を可及的速やかに行う

店舗の入口・待合

　午前・午後の営業前の清掃・除菌を通常期以上の徹底。

　出入口のドアノブ・レジ回り・洗面所・トイレなど、不特定多数が触れる

　箇所のこまめな除菌、清掃の実施及び実施済みの管理簿の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最低推奨回数：2回 /1 時間）

共同部分・トイレ

　テーブル・メニュー・椅子の背・呼び鈴などを毎回きちんと除菌する。

　七味・楊枝などもこまめに除菌する。

テーブル

　スタッフは、就業中マスクを着用する。

　必要に応じて、手袋を着用する。

その他

店内環境における対応
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①スタッフ全員の体温チェックと健康状態の問診。問題がなければ、シフト表に〇印。

　37.5℃以上は即出勤停止とし、責任者に連絡。（リーダー→店長→女将→社長）

　午後の営業前と退社時にもチェックする。

②朝の仕込みの段階からマスクの着用を徹底し、営業中は厳守する。

③こまめな洗剤を使った手洗い・消毒、うがい。（※下図参照）

④個々の手拭きタオルを使用し、共同の手拭きタオルは使用しない。

⑤賄い・休憩時間の濃厚接触の回避。賄い後は、速やかに帰宅する。

⑥スタッフの家族、同居者に感染者や感染者への接触があることが判明した場合は、

　即刻出勤停止とし、他のスタッフとの接触について　正確な実態把握を実施する

一日の流れ

ガイドラインが順守されているか？　
その時間のリーダー以上は常にチェックする

チェック体制

感染情報連絡網

スタッフ

報告書作成 おかえりいただく

消毒

居合わせたスタッフ

お客様の確認

報告・聴取から

ガイドラインに沿って指示

（来店・出勤停止・休業・

店舗消毒・情報開示）

☞ ☞

スタッフの健康管理

リーダー以上 女将・社長

（P8　フローチャート参照）



感染者情報に接した場合の対処
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①先ず、即時に社長に連絡。※①感染者情報報告書の提出

　保健所へ通告。（求められる情報を速やかに開示）

　※P10 の緊急時の各保健所・相談センター参照。　来店者情報の摘出。

②保健所の指示に従った上で早い段階で、必要となれば休業を決定し、関係者へ周知する。

　予約のお客様へは連絡をする。

③休業期間については、所轄保健所により指揮の有無が異なるのが現状、

　意思疎通に留意する。

④店舗の汚染が発生すると専門業者による店内消毒が求められるので、既存取引先・

　地域の業者からの対応の可否を確認しておく。

お客様が感染していた場合

お客様の同居人が感染していた場合 フローチャート

お客様・スタッフの家族に感染者（PCR 養成）が出た際の対応

濃厚接触者

保健所

相談

入院

お客様・スタッフ

症状

あり

症状

なし

陰性

PCR 検査

陽性

自宅

待機
自治体

判断
2週間

自宅

待機

濃厚接触が疑われる

保健所

相談

お客様

症状

あり

症状

なし

陰性

PCR 検査

陽性

要チェ

ック
自治体

判断

自宅

待機

保健所

相談
経過

観察

スタッフ

症状

あり

症状

なし

陰性

PCR 検査

陽性

出勤

可能

自治体

判断

左記以外

お客様・スタッフ

症状

なし

自宅

待機
ご来店・出勤



スタッフが感染した場合
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①以下の（1）（2）の症状が継続している場合は感染の疑いがあります。

　「仲間やお客さまに感染させない！」ために、会社に報告をしましょう。

（1）風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が 4日以上続いている。（解熱剤を飲み続けなければ

　　ならない時を含みます。）

（2）強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。

　　その後、連携を取りながら相談センター、医師、保健所からの指示に従う。

スタッフ側の対応

スタッフからの報告

　社内のフローチャート（P７）順（リーダー→店長→女将→社長）に報告します。

　所轄の「帰国者・接触者相談センター」に相談してもらうようにスタッフに伝えます。

　出社については P８のフローチャートに従う。

その他

　濃厚接触者判定のため、保健所の調査が入るようです。その場合感染者の行動内容を

　本人も会社側も整理します。シフトによる接触者の抽出、時間帯によるお客様の情報

　提供など、保健所に提出の場合、個人情報にかかわることも出てくるので本人への

　連絡も責任者は行う。（責任者が感染者の場合はリーダーもしくは店長）

※会社は、症状が出始めた日以降の行動をすべて把握することが必要です。

会社側の対応

スタッフ側の対応

　会社に下記を報告しましょう。

　濃厚接触者と判定されたか、されなかったか。その他、相談センター、医師、

　保健所から伝えられた内容

会社側の対応

　上記の内容を求めましょう。症状が出ていない場合でも出勤停止を指示します。

※基本は P８のフローチャートに準じます。

社員の同居家族が感染した場合



相談窓口
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　お問い合わせ（一般の相談）

　埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター

　　　　　☎　0570-783-770（24 時間受付）

　川口市新型コロナウイルス感染症相談

　　　　　☎　０48－423－6832　（月曜～土曜日 8時 30 分から 17 時 15 分）

　

　川口市保健所 管理課

　　　〒333-0842 川口市前川 1-11-1（川口市保健所１階）

　　　　　☎　048-266-5557（代表）　　048-423-2334（管理係直通）

　　　　　　　048-423-6614（医事薬事係直通）　fax：048-423-8852

　　　　　　　（8時 30 分～ 17 時 15 分 ( 土曜日、日曜日、祝日、休日、年末年始を除く )

　帰国者・接触者相談センター　　保健医療部 南部保健所 　 

　　　〒333-0842 埼玉県川口市前川一丁目 11 番 1号

　　　　　☎　048-262-6111　ファックス：048-261-0711

埼玉県保険医療部　保健医療政策課　感染症・新型インフルエンザ対策担当

　　　〒330-9301　埼玉県さいたま市浦和区高砂 3-15-1 衛生会館 2階

　　　　　☎　048-830-3557　　fax048-830-4808.

埼玉県　新型コロナウイルスに関する電話相談窓口

※以下のような方は重症化しやすいため、この状態が 2日程度続く場合は、

帰国者・接触者相談センターに御相談ください。

　①高齢者 

　②糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）の基礎疾患がある方や透析を受けている方 

　③免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

東京　03-5320-4509　（9時～ 21 時）　草加　048-925-1551



感染者情報報告書
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令和　年　　月　　日（　　）

①報告者：　　　　　　　　　　　　　

②感染者氏名：　　　　　　　　　　　　年齢（　　　）　　　　　　　　　　　　　

③感染情報：　　本人　・　家族　　　　　　　　　　　　

④感染情報：

どのテーブルで？

何人で来店？

接客担当は？

下げ膳は？

レジ担当は？　

その他接触者は？　　　　　　　　　

⑤今後の対策

会社への連絡は？

保健所への連絡は？

接触者へは？

情報開示は？

営業は？

その他？　

　　


